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外 装 タ イ ル の 剿 離 防 止 に 関 す る 解 析 的 研 究

そ の 5 　 タ イ ル の 形 状

　 1　 序

　タ イ ル の 形状を変え て 下地 の 接合面 に生

じ る応力と歪を低減 させ る こ と に よ り タ イ

ル の 剥離 を防止す る方法 に つ い て 解析を行

い 、 そ の 有用性を調べ た 。

　 2　 タ イ ル の 形状

　二 丁掛 タ イ ル と 同 じ幅と長さで 、 長辺方
22・7

向の 断面が図 1の イーvへ に示す よ うな 6 種

類 の タイ ル を検 討 し た。な お タ イ ル は長辺

方向 に 裏足 が 付 い て お り、 イ は 実際 に 使わ

れ て 6 る も の で あ る 。
ロ 〜へ は想定 した モ

デル で あり、 建物の 外装 に 使用 した と き の

目地部 の 意 匠性 を 考慮 し た 形状 に し て い る 。

　 3　 解析 モ デル

目 地 モ ル タ ル
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　そ の 1の 図 2 と同じ よ うに コ ン ク リート壁体 に 普通 モ

ル タ ル の 下地 と張付 モ ル タル で タ イ ル を張 り付け た場合

に つ い て 、 そ の 1の 図 3 の 長辺方 向の 裏足の あ る タ イ ル

の モ デ ル と同様 の 有 限要素 モ デ ル を設定 し た 。 材料 の 物

性 と数値計算方法 は そ の 1 と同じ で あ る 。 乾燥収縮 に よ

る応力度 と変形 を 計算 して 下地 モ ル タ ル と張付 モ ル タル

に そ の 1 と同じ きれ つ 発生条件 で きれ つ を発生 させ た後 、

その 2 の 図 1 と同じ分布 で 温度が上昇ま た は低下し た と

きに 発生す る応力を計算した 。 モ デ ル の 上 下面に 与 え る

境界条件 と して は、コ ン ク リ
ー

ト壁体が拘束されず に 乾

燥収縮 し た ときの 半分 の 縮み 量 と 、 温度変化 に よる 伸縮

量 の 合計 の 変位 を与 え た 。

　 4　数値計算結果

　接合面 に 生 じ る 応力度 の 計算結果を 図2 〜図 5 に 示す 。

な お 図 2 と図 4 で は接合面 に垂直な方向の 圧縮応力度 を

除い た引張応力度 を示 し 、 図 3 と図 5 で は 接合面 に 垂 直

な方向の 垂直応 力度 が 圧縮で あ る箇所を除 い て 引張で あ

る 箇 所 の 接 合面 に 平行な方向の せ ん 断応力度 の 絶対値 を

示 し て い る。また 応力 の 分布 の 例 を図 6 に 示す 。 温度が

上昇 した場合 の 変形を図 7 に示 す 。
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タ イ ル の 形状
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温 度 上 昇

コ ン ク リ ー ト 壁 体 と 下 地 モ ル タ ル の 接 合 面

　 　下 地 モ ル タ ル と 張 付 モ ル タ ル の 接 合 面

（イ ）　（ロ ）　（ハ ）　（二 ）　（ホ ）　（ へ ）

　 　 　 　 　 　タ イ ル の 種 類

図 2　温度上昇の と きの 接合面の 面 に 垂直な

　　　方向 の 引張応力度
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図 3　温度上昇 の と きの 接合面 の 面 に 平行 な

　　　方向 の せ ん断応力度
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ト 壁 体 と 下 地 モ ル タ ル の 接 合 面

　　下 地 モ ル タ ル と 張 付 モ ル タ ル の 接 合 面

（イ ）　 （u ） （ハ ）　（二 ）　（ホ ）　（へ ）

タ イ ル の 種 類

図 4　温度低下の と き の接合面 の 面 に 垂直 な

方向の 引張 応 力度

5　考察 と結論

せ ん 断 応 力 度
k
％ ・

40

30

20

lQ

0

温 度 低 下

　 （イ ）　（口 ）　（ハ ）　 （二 ）　（ホ ）　（へ ）

　 　 　 　 　 　 　 タ イ ル の 種 類

図 5　温度低下 の と きの接合面 の 面 に 平行 な

　　　方向の せ ん 断応 力度

タ イ ル 　（イ ） タ イ ル （へ ）

ル に 比 べ て 、 下地 モ ル タ ル とコ ン ク リート壁体の接合面に　　　 温 度低 下　　・

生 じ る面 に 垂直 な 引張 応 力度 が 小 さ い 傾向 が 見 られ る。ま

た図 3 と図 5 の よ うに 接合面 の 面 に 平行なせ ん 断応力度 は　　　 　温 度 上 昇　 マ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　、
大 きな 差 は 見 ら れ な い

。
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た っ て 引張応力度が小 さい 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 垂 直 応 力 度 kg 創 c 譜

　図 7 の ように ・ イや ロ の タイ ル は壁 か ら見て外側に 凸に
図 6

変形 して い るが 、
ハ N へ の タ イ ル は 凹凸の少な い 変形 を し

て い る。こ れ が 接合面 に 生 じ る 面 に 垂直 な 引張応力度 が 小

目 地

タ イ ル 端 部

タ イ ル 中 央

コ ン ク リー
ト壁体 と下地 モ ル タ ル の 接合面に

生 じ る面 に 垂直 な 方向 の 垂直応力度 の 分布

さい 理 由 で ある。 タ イ ル が 壁体 や 下地 に 比 べ て相対的 に伸 び る た め に タ イ ル が圧縮 され る が 、 こ の と き タイ ル

の 厚 さ方 向 の 圧 縮応力度 の 分布 が よ り均等 で あ る ハ 〜へ の よ うな 形状 の タ イ ル は 、 凹凸 の 変形 が 小 さ く剿離 に

対 し て 有利 で あ る と考え ら れ る 。
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図 7　温度上昇 の 場合 の 変形
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